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は じ め に

昭和 4 1年､ 4 2年度 (青森県陸奥湾水産増殖研究所､業務概要第 11号)に述べた とおり過去 2ヶ

年にわた り､ フランスカキの飼育試験を行うい､一応Phaeodactylum tricornut｡m (以後ph.と称

チ)で充分幼生飼育に役立つことがわか り､今後大量生産を計る上に極めて 有益そ結果を得た と思って

いる.

元来､二枚月の幼生飼育vc関 してはGreen Water(以後 GW.と称す)を便利 ノた例はういので､今

年度はG･W.を用いて試験 を行そった.

また､母月の管理方法に より早期採苗が 可能 とうり､ このことが付着稚貝 の歩留 り､および成育の面

で､ どのようそ影響を及ぼすかを検 討してみた｡

材料 お よび方 法

(1) 母 貝 成熟 促進

昭和 43年当センターで人工採苗vEよって得 られた母貝を用いた. 1月28日および 3月5日の 2

回にわた り､それ ぞれ 100個体の母貝を室内の コンク1)- ト水槽に収容､ 16℃～ 17℃の温海水

をか け流 し､生殖巣の成熟促進を図 った.号お茂浦における 1月か ら6月までの天然水温は第 1図の

とおりである.



(2) 幼 生 放 出

幼生の放出時期が近づいた頃､パールネソトに 10個体宛母月を収容､容量0.5トンのフルコンク

イ (商品名ポリダイヤシー ト)水槽内に懸垂した｡

水温は常時 20℃とし､ 2日毎に水槽の水を交換 し幼生の放出を待 った｡

(3) 幼生の飼育方法

浮遊幼生の飼育は､幼生の放 出を行うわせたのと同じフルコンクイ水槽を使用 した｡

飼育海水は､-イフレッシャーを使用しろ過したものを用いた. 3日毎vcIOOミクロン目ミューラー

ガーゼにより､全換水を行うい飼育水温は常時 22℃で全期間を通 し､番い通気 を行そった.飼育密

度は1.0 00個体/Lであった.

(41 餌 料 生 物

(a)第 1回飼育 (4月14日～ 6月 lO日)の際玖 Ph.とPh.+GW. (新潟県村上分場)の2水槽

を用いて行そった.

(b) 第2回飼育 (5月 24日～ 4月30日)の際は､ Ph.G.W.Monoctvysis lutl℃ri(以後M c,

と称す)の3水槽で行そった.

それぞれの給餌量は第1表に示 した とおりである.

第 1表 餌料生物の種類と給餌量

.侮 飼 育 期 間 餌料生物の種類 1日 1水 槽 当 りの 給

餌 量1 4月14日～4月50日 Ph. 1,000万 cell

s/cc lL2 4月14日～4月50日 Ph.+ G.W. 1,000万 cel
ls/CC O.5.a4,000- 5,000万 c

ells/CC O.523 5月24日～ 6月10日 Ph 1

,000万cells/cc lL4 5月25日～ 8月10日 G W. 4,GO

O- 5,000万ceHs/CC O.525 5月27日～ 6月10日 Mc. 5UU～ 400万c

eHs/cc 1.a(5)付着稚貝の歩留 りと成長第 1回飼育については5月5日､第2回飼育

については6月 14日に､それぞれ 10枚のコレクターを選び内側に付着 している稚負の数をかぞえ､ 10月10日に再びその数と成育状況を測定

した.結 果(1)母只の成熟状況および幼生放出1月28日より18℃温海水を か け流 した

･母月を4月1日に開穀して見た ところ､ 10個体中White sick2個体､また3月5日より処置し

たものについて5月1日開殻 して見たところ､ 10個体中Grey sick l低 Whitesickl個が観察されたので直ちvEフルコ

ンクイ水槽中vc懸垂 LJt.(2) 幼 生 放 出1月28日から成熟促進 したものは､ 4月 14日に 1水槽約 98万個体の幼生を放出した.穀長は



199-200ミクロン.また 3月 5日からの成熟促 進した ものは 5月 24日と5月2~7日の 2日ノVC

わた り､幼生放出が見 られた｡穀長 は 185-210ミクロン｡ レゝずれの場合 も正常モ幼生が観察さ

れたので直ちに飼育に入 った｡

(3) 幼 生 飼 育

(i) 第 1回飼育の成長経過は第 2図のとおりである｡ 飼料はPh･･Ph･+G･W･の 2水槽で行そった

が､Ph.の場合は4月22日飼育開始後 8日目で平均穀長300ミクロンに連する程vc成育 してい

た.直 ちvcコレクター を投入 したがヽその後 4日目veそりようやく付着 している稚且が観察できfto

ま私 Ph.+G.W.の場合は､飼育後 13日目で平均数長 290ミクロンVC達 し､付着し始めた

のは 16日自からであった.付着期までの歩留りはPh･が85%､Ph･+G･W･が80% であったO
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(ii) 第2回飼育の結果は､第 3図の とお りである.飼育はフル コンクイ永楓 3槽を用いて行そった｡

このうち付着期まで到達でき

たのは2例でヽMc･を用いた 1例は生残率 70%程度で､伸びそやみの状態で終 って しま った｡

成功を見た 2例は､Ph･+GW,G･W を餌料 とした ものでPh･+

G･W の場合は､飼育開始後 8日目で平均 300ミクロンに達 し､ 12日日頃か ら付着が始まった

.G.W.の場合は､飼育後 10日日で285ミクロンVC達 しヽ 13日目より付着が始まったo 付着期せでは､それ ぞれPh･

85%ヽG･W･85% であっftc Mc･は飼育後 12日までの歩留りは75%であっ

た｡第 1回飼育の臥 採苗枚数は
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第2表 付着稚負数および生残数

(5月5日垂下)

ノra 付 着 稚 月 数 生 残 稚 負 数I
(5月5日現在) (10月10日現在)

-1 個 個2

5 52 28 5

3 18

54 52 4

5 41 5

6

52 57 17 58 18

29 25 71

0 29 7計 285(3-28.5個) 42 (α-4.2個) 第 3表 付着稚月数および生残

数

(6月8日垂下)

Jra
付 着 稚 負 数 生

残 稚 月 数(6月20日現在) (10月10日

現在)1

個 個

27 82 28 1

283 184 54 145 41 7
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1枚 奥第 4図 5月5日付着稚貝の成育状況 (10月
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(41 付着稚貝の歩留 りと成長

5月5日､ 6月 28日にそれぞれコレクターの内側に付着 した稚負の数を計数 し､ 22℃の飼育槽

から､ 13.0･Cおよびi8.0･Cの海中に垂下し､ 10月 10日同時にとり上げ､その歩留りお よびそ

の成育状況をしらべ 斤｡その結果は､第2､3表および第 4､5図の とおりである.付着数では､5

月5日垂下 した群については､平均 23.8個が 4.2個で､ 14.4% とそっているのに反し､ 6月20

日の群は平均30.5個が11.0個で､ 36.0% とかそり高い歩留りを示 している.成長の面では､5

月5日垂下のものは 3･7cm 6月 28日垂下の ものは 3.2cmとそってお り平均0.5cmの差である｡

号か 10月 10日現在､生残b個数は 4.700個であった｡

仙 幼 生 放 出

フランスガキの早期採苗を行そう場合､ 1月28日､ 4月 14日処置 したものともに､約2ケ月間

16- 17℃の温海水をかけ流し､幼生の放出が見 られた.生殖巣の成熟状況は極めて良好で.正常モ

幼生を得ることができた｡ (但 し､第2回目のMc.を餌料としたものは､何が原因で付着期まで連す

ることができなかったかわか らな小)｡

(2)幼 生 飼 育

飼育方法は昭和 41年､ 42年 と殆んど同じで極めて容易vc付着期まで到達するこ とができたO餌

料としての Ph･は､昭和42年度に一応報告済みであるように､幼生の成育が脱調であるが､ 300

ミクロン位の付着期に達し 尚4-5日間遊泳生活を続けてか ら付着が始まっている｡G.W･は

4.000万- 5,000万cells/Kの餌を0.52与えて どうvcか採苗する大きさまで飼育できた

が､今後はもっと大量の餌を給餌すること(こより､もっと良い結果が得 られるのではないかと考えら

れる｡

(3)付着別(こよる歩留りと成長

浮遊幼生の飼育は､22℃の飼育水の中で行なわれるので､付着期 までは特(こ時期的な差異は認め

られない｡併 し､付着稚且を5月5日､6月 20日にそれぞれ 13℃､ 18℃の海中に懸垂し7TL際､

10月 10日の測定の段階で生残率 14.4%､ 36･0%と約 2･5倍の付着 となっているo このことは

急激な水温の変化(こよる稚月の条死と考え られる｡ 付着稚月の成育状況(こついては､第4､ 5図(こ示

したよう(こ5月5日垂下群では平均3.7C7n､ 6月 20日垂下群では4.2C肌､ 46日のちがいで平均

0.5CTJLの差である｡

以上のように早期採苗を行なっても､稚貝の築死､成育などか ら見て､付着稚月を低い水温の海中

に垂下するのは検討の要があろう｡
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